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2 月１5 日開催 第 10 回理事会の報告 

 理事長より、コープいしかわへの生協ひろしまからの支援活動と、今後、組合員理事、職員

等にも協力をしていただき、応援メッセージを被災地に送る準備をしていると報告がありま

した。 
 

第 1 号議案 新支所建設に向けた土地物件の「売買契約書」締結について 

 この間、2030 ビジョン「東広島エリアの支所拡張課題」に基づいて、新支所物件の調査を

続けてきました。昨年条件に見合う土地物件が見つかり、新たな東広島支所の建設用地とし

て土地売買契約締結を決定しました。東広島エリアは、外部環境や昨今の宅配需要の高まり

を受け配送ポイントが急速に増加し、現在の東広島支所の接車スペースや冷凍冷蔵庫の設備

では、配送コースの受け入れが困難なことや現在の東広島支所は住宅地にあり、深夜の定期

便運行について近隣住民から騒音に対する申し出があったことから、東広島市内で大型支所

の建設が可能な支所用地の調査を行っていました。土地物件の敷地面積は 8,091.32 ㎡

（2,447.62 坪）あり、支所機能に加え、併設する施設として行政連携施設、福祉拠点、組合

員集会室、子会社事務所など、支所機能以外の活用についても今後検討します。新支所完成は

2025 年度上期中を予定しています。 
 

第 2 号議案 2024 年度経営リスク保険（役員賠償責任保険）の付保について 

 2024 年度経営リスク保険（役員賠償責任保険）契約の締結について決定しました。現任役

員及び退任役員がその業務の遂行に起因して保険期間中に損害賠償請求を受けた際、法律上

の損害賠償金及び争訟費用を負担することによって被る損害保険金です。 
 

第 3 号議案 アジアトライアスロン 2024 廿日市大会パートナー協賛について 

 2024 年アジアトライアスロン選手権の開催地に廿日市市が選ばれました。この選手権はパ

リ五輪のアジア大陸別選考会も兼ねた海外でも注目される大会で、2016 年開催時に 100,000

円を協賛しており、主催の廿日市市より協賛広告の依頼がありました。包括的連携協定での

地域振興もかねて 100,000 円の協賛広告を行うことを決定しました。 
 

第 4 号議案 福祉事業における 2023 年度の総括と 2024 年度の実施計画について 

 福祉事業における 2023 年度の総括と 2024 年度の実施計画について確認しました。福祉事

業では、2023 年 10 月理事会にて『福祉事業の将来構想及び事業計画の方向性』を示し、包括

報酬型（固定制）の在宅サービスを柱とする多機能型の事業拠点づくりに取り組んでいます。

2023 年度は、2024 中期計画に沿い、廿日市･大野エリアでの定期巡回･随時対応型訪問看護介

護の事業開設準備（事業開始日 2024 年 4 月 1 日）と西エリア(観音･田方)5 事業所の黒字化に

向けた対応・準備に取り組んでいます。生協ひろしまの定期巡回が地域になくてはならない

存在となるよう独自呼称『地域サポート廿日市』、通称『ちいサポ廿日市』としていきます。 

※生協ひろしま地域サポート廿日市では、住み慣れた自宅で安心して生活を続けていただく

ためにオペレーター(有資格者)と利用者が 24 時間 365 日つながる体制をつくり、在宅生活に

総代のみなさまへ 
2023 年度総代の任期は 2023 年 6 月 14 日～2024 年 6 月 12 日です 
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梅の香りが爽やかに漂い日差しも春めいてきました。 
能登半島地震での被災地域では水道の復旧が 4月からの所もあり、厳しい状況が

続いているようです。これからもできることを支援していけたらと思います。 
 



おける介護と看護サービスを一体的にお届けします。 
 

第 5 号議案 第 40 回通常総代会議長・議事運営委員・資格審査委員の選出について 

 2024 年 6 月 12 日(水)に開催する第 40 回通常総代会の｢議長｣｢議事運営委員｣｢資格審査委

員｣の選出（役割分担）について、以下のように確認されました。なお、役割分担の単位は「地

区(地区別総代会議の開催単位)」です。 

役割 人数 地区 任務 

議長 2 名 県北、県東部 通常総代会の全体進行 

資格審査委員 4 名 
広島中、広島北 

県北、福山 

総代会当日、実出席や書面議決書を確認し、総代会が成立

しているか否かを審査 

議事運営委員 4 名 
広島西、東広島 

呉、県東部 

当日の出席状況やメッセージの提出状況を見て、議事の進

行について決定 

不測の事態が発生した場合は、委員会で協議をおこない、

議長にアドバイス 
 

第 6 号議案 春の地区別総代会議のすすめ方について 

 2024 年度「春の地区別総代会議」は 5 月 7日(火)～17 日(金)の間で、8地区 11 カ所開催さ

れます。日時、開催場所、進め方について確認されました。2024 年度役員改選はなく、通常

総代会議案書の理解を深めることが大きな目的となります。 

地区名 開催日 開催時間 会場 

広島西 5 月 7 日 (火) 10:00～12:30 広島サンプラザ 

広島中 
5 月 8 日 (水) 10:00～12:30 広島市安芸区民文化センター 

5 月 10 日(金) 10:00～12:30 広島県立総合体育館 

広島北 
5 月 7 日 (火) 10:00～12:30 安佐南区民文化センター 

5 月 15 日(水) 10:00～12:30 広島県立総合体育館 

県 北 5 月 10 日(金) 10:00～12:30 みよしまちづくりセンター 

東広島 5 月 15 日(水) 10:00～12:30 広島テクノプラザ 

 呉 5 月 17 日(金) 10:00～12:30 ビュー・ポートくれ 

県東部 5 月 8 日 (水) 10:00～12:30 道の駅 みはら神明の里 

福 山 
5 月 13 日(月) 10:00～12:00 まなびの館ローズコム 

5 月 17 日(金) 13:30～15:30 福山市北部市民センター 

第 7 号議案 1 月度組織・事業状況及び決算報告について 

１．1月度の決算・事業状況について、報告がありました。要旨は以下の通り。 

1 月度の全体の利用高は 33 億 3,162 万円で計画比 102.0％・前年比 107.6％となり計画に

対して 6,511 万円上回っています。累計では 403 億 8,496 万円で計画比 101.5％・前年比

100.5％となり計画に対して 5億 9,993 万円上回っています。 
 

損益計算書     単位：千円 

  2024 年 1 月度(単月) 2023 年４月～1月(累計) 

科 目 名 実績 予算 予算差 実績 予算 予算差 

 宅配事業 2,667,873 2,605,788 62,085 33,177,964 32,733,464 444,500 

 店舗事業 663,755 660,728 3,027 7,207,000 7,051,568 155,432 

供給高(利用高) 3,331,628 3,266,516 65,112 40,384,964 39,785,032 599,932 

  供給剰余金 835,800 837,158 -1,358 10,168,941 10,116,059 52,882 

 ＧＰＲ 25.09% 25.63% -0.54% 25.18% 25.43% -0.25% 

電力供給高 82,009 121,541 -39,532 486,051 597,865 -111,814 

  電力供給剰余金 -3,529 -2,096 -1,433 -77,117 -82,426 5,309 



  2024 年 1 月度(単月) 2023 年４月～1月(累計) 

科 目 名 実績 予算 予算差 実績 予算 予算差 

 福祉剰余金 6,981 11,724 -4,743 114,302 154,793 -40,491 

その他事業収入 122,357 116,716 5,641 1,250,135 1,253,913 -3,778 

 共済受託手数料 61,860 62,165 -305 614,700 614,547 153 

事業総剰余金 961,609 963,502 -1,893 11,456,260 11,442,339 13,921 

人件費計 561,072 549,725 11,347 5,564,313 5,560,705 3,608 

物件費計 491,500 538,052 -46,552 5,234,944 5,696,119 -461,175 

事業経費 1,052,572 1,087,777 -35,205 10,799,257 11,256,824 -457,567 

事業剰余金 -90,963 -124,275 33,312 657,004 185,515 471,489 

 事業外収益 30,725 30,694 31 310,613 306,066 4,547 

 事業外費用 130 223 -93 2,721 2,699 22 

経常剰余金 -60,368 -93,804 33,436 964,896 488,882 476,014 
 

宅配事業 

1 月度利用高は計画比 102.4％・前年比 108.1％、累計では計画比 101.4％・前年比 100.1％

でした。利用人数が計画比 99.3％・前年比 99.0％ 一人当たりの利用高は計画比 103.0%・前

年比 102.0％となり一人当たりの利用高が計画・前年を上回ったことで利用高は計画を達成し

ました。 

店舗事業 

1 月度利用高は計画比 100.5％・前年比 105.9％、累計では計画比 102.2％・前年比 102.3％

でした。来店組合員数が前年比 104.5％、客単価は前年比 101.4％でした。来店組合員数、客

単価が前年を上回ったことで利用高は計画を達成しました。 

福祉事業 

1 月度剰余金は計画比 59.5％・前年比 161.1％、累計では計画比 73.8％・前年比 102.3％で

した。事業費用は予算内執行でしたが事業収入が予算を下回り、福祉剰余金は予算を下回り

ました。 

電力事業 

1 月度供給剰余金は計画比 31.6％・前年比－32.7％、累計では計画比 106.4％・前年比－

216.5％でした。 

共済事業 

1 月度受託手数料は計画比 99.5％・前年比 99.7％、累計では計画比 100.0％・前年比 100.3％

でした。 

経費（人件費・物件費） 

1 月度人件費は計画比 102.1％・前年比 103.4％、累計では計画比 100.1％・前年比 101.4%

でした。物件費は計画比 91.3％・前年比 104.1％、累計では計画比 91.9％・前年比 101.6％

でした。 

経常剰余金 

 1月度経常剰余金は計画比135.6％・前年比105.0％、累計では計画比197.4％・前年比85.0％

で計画より 4 億 7,601 万円上回り、9 億 6,489 万円となりました。 
 

２．商品情報 

（1）COOP-FACE 甘熟高原バナナについて、生産コストなどの上昇に伴い納入価格を改定しま

す。本体価格の値上げはしません。 

（2）COOP-FACE 純粋アカシアはちみつについて、原材料、包装資材、配送コストなどの高騰

に伴い宅配 4月 1 回、店舗 4月 1日納品分から納入価格、本体価格を改定します。 

※共済受託手数料はその他事業収入に含まれています。 



インフォメーション 

宅配（現行） 宅配（変更後） 

本体価格 税込価格 本体価格 税込価格 

598 円 645 円 648 円 699 円 

店舗（現行） 店舗（変更後） 

本体価格 税込価格 本体価格 税込価格 

540 円 583 円 648 円 699 円 

（3）COOP-FACE さば田舎味噌漬について、原料価格高騰に伴い納入価格を改定します。また、

包材裏面表示について外袋封印時の打刻からシール表示・貼付に変更します。本体価格

の値上げはしません。 

（4）産直南国元気鶏について、原料価格や資材価格、労務費などの製造コスト上昇に伴い納

入価格を改定し、本体価格を全商品およそ 2～8％値上げします。宅配 4 月 1 回、店舗 4

月 1 日納品分から変更します。 

（5）企画中止の生協米こしひかり(新潟産)について、産地生産者への応援の気持ちを込めて

4月から「産地応援米 生協米新潟県産こしひかり 5kg」を企画します。 

３．コープ商品改廃情報 

  2024 年 3 月から 2024 年 5 月のコープ商品改廃情報を確認しました。 

４．住所不明組合員の脱退スケジュールについて 

  定款 10 条第 2 項に基づき定められた「住所不明組合員の脱退手続きに関する規約」に基

づいた、2023 年度住所不明による脱退(みなし脱退)手続き予定対象者は、2,644 名となり

ます。「住所不明組合員の所在確認に関する告示」を支所、店舗、福祉事務所及び大野事務

所に掲示し、こーぷぱれっと 3 月号やホームページでお知らせします。期間は、2024 年 2

月 12 日から 3月 10 日とします。 
 

第 8 号議案 1 月度一般活動報告について 

 1 月度の活動状況について、報告がありました。要旨は以下の通り。 

１.1 月度の内部統制（法令遵守事項、事故内容、省エネの進捗状況、組合員からの声など）

の内容について報告、確認しました。 

２.1 月度のグループ会社（コープサービス、コープハウジング、ハートコープ、ハートラン

ド）の事業内容について報告、確認をしました。また、コープサービスの葬祭事業における

「斡旋方式」でのサービス提供について報告、確認しました。 

３.2023 年度上期監査指摘事項回答書について、確認をしました。 

４.1 月度の組合員活動報告として、認知症学習会などについて確認をしました。 

５.1 月度 の地域連携報告として、行政挨拶訪問などについて確認をしました。 

６.能登半島地震 コープいしかわへの支援活動、募金受付状況について確認をしました。 

 

 

☆令和 6年能登半島地震への人的支援のご報告 

 能登半島地震ではコープいしかわも被害を受け、日本生協連を通じて宅配業務への人的支援要

請があり、生協ひろしまから 1 月 29 日（月）～2月 2日（金）に 2名の職員を派遣しました。支

援活動をおこなった 2 名の職員の感想です。 

【総合企画部 桐原 光広】 

配送に同乗すると至るところに被害があり、被災者の現実が一人ひとりにありました。その配

送職員も被災者です。その中でも助けあう姿に感服しました。 

【人事教育部 藤本 賢】 

家屋被害に加えて水が使えないストレスは深刻で、トイレやお風呂を我慢し生活しないといけ

ない辛さは想像以上でした。 


